
（別紙） 
 

１ 全体事項 

(1) 計画地周辺の交通に与える影響及び通学児童等を含めた歩行者に対する安全性に配慮し，

工事計画及び交通計画を検討すること。 

 

(2) 施設配置や交通計画等の事業計画が具体化した際には，必要に応じて調査・予測地点等を

見直すこと。 

 

(3) 供用後の交通量の予測にあたっては，時間帯や時節等による変動に留意しながら現駅での

施設関連車両の交通量を把握し，その結果を活用すること。 

 

２ 個別事項 

（大気環境） 

(1) 供用後の重機の稼働及び施設関連車両の走行等により，本地域において大気汚染物質の排

出量が増加し，環境影響評価項目以外の PM2.5及び光化学オキシダント濃度の上昇につなが

るおそれがあることから，計画地近傍の岩切測定局における測定結果を注視しつつ，大気汚

染物質の排出量削減に向けた取り組みを検討すること。 

 

(2) 計画地周辺では，既存の東北本線及び新幹線の鉄道騒音の影響に加え，本事業によりさら

なる騒音影響が生じることから，これらの複合的な影響について予測するとともに，予測結

果に応じて適切な環境保全措置を検討すること。 

 

（植物，動物及び生態系） 

 (3) 既存文献調査においてオオタカ等の希少猛禽類の生息が確認されており，これらの種は計

画地を含む田園地域を餌場として利用することが想定されることから，現地調査において希

少猛禽類が確認された場合は，調査範囲外であっても，その生息状況について可能な限り把

握すること。 

 

 (4) 計画地を含む田園地域は，動物生息地として重要な地域として選定されており，ヒバリや

カルガモ等の鳥類が営巣場所として利用している可能性が高いことから，現地調査において

鳥類の営巣が確認された場合は，その記録を環境影響評価準備書に記載するとともに，繁殖

期を避けて工事に着手する等，適切な環境保全措置を講じること。 

 


